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な
ぜ
、た
く
さ
ん
の
自
治
体
の

中
か
ら
鳩
山
町
を
包
括
連
携

協
定
の
相
手
に
選
ん
で
い
た

だ
い
た
の
か
？

⼩
塚
社
⻑
　

コ
ス
モ
ヘ
ル
ス
が
掲
げ
て

い
る
「
病
気
の
な
い
社
会
を
作
る
」
「
年

を
と
る
の
が
楽
し
み
な
社
会
に
し
て

い
き
た
い
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
に
、
最
も

近
い
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
鳩
山
町
を

選
ん
だ
理
由
で
す
。

⼩
川
町
⻑
　

鳩
山
町
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
65
歳
以
上
健

康
寿
命
を
維
持
し
続
け
て
い
る
の
は
、

鳩
山
町
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
努
力
の

た
ま
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

民
間
企
業
と
地
方
自
治
体
が

協
力
し
合
う
理
想
の
姿
と

は
？

⼩
塚
社
⻑
　

何
を
す
る
か
も
大
事
で

す
け
れ
ど
、
「
な
ぜ
そ
れ
を
す
る
の

か
、
そ
の
先
に
ど
ん
な
価
値
を
も
た
ら

し
た
い
の
か
」、
共
鳴
で
き
て
い
る
こ
と

が
、
包
括
連
携
協
定
を
成
功
さ
せ
る

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

⼩
川
町
⻑
　

「
民
」
は
新
し
い
技
術
で

あ
っ
た
り
、
先
駆
け
た
技
術
や
専
門
性

が
あ
り
、
「
町
」
は
住
民
の
皆
さ
ん
に

良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
と
考
え
た
と
き
に
、
民
間

の
力
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

鳩
山
町
に
お
い
て
、今
後
ど
の

よ
う
な
連
携
を
展
開
し
て
い

き
た
い
か
？

⼩
塚
社
⻑
　

最
終
ゴ
ー
ル
は
鳩
山
町

が
日
本
一
幸
せ
に
年
を
と
れ
る
町
に

な
る
こ
と
で
す
。
コ
ス
モ
ヘ
ル
ス
カ
ッ
プ

を
通
じ
て
、
町
の
子
育
て
支
援
で
あ
っ

た
り
、
こ
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
ち
、
高

齢
者
の
方
が
生
き
が
い
を
持
つ
き
っ

か
け
を
提
供
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

⼩
川
町
⻑ 

我
々
の
期
待
と
し
て

は
、
官
民
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
住
民

の
新
た
な
経
験
や
生
き
る
力
を
新
た

な
視
点
で
提
供
で
き
る
こ
と
に
期
待

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
々
が
長
生

き
を
し
て
、
健
康
で
い
ら
れ
る
と
い
う

よ
う
な
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

全国的に進んでいる人口減少、少子高齢化などによる、人手不足、財政的な問題な
ど、市町村では様々な課題を抱えています。
　鳩山町ではこのような状況を打開するため、町長のトップセールスにより民間事業
者と連携協定等を結び、民間の持つ専門知識、技術、ノウハウ、資金力などを積極的に
活用することで、より質の高い、効率的で住民ニーズに合致した行政サービスを提供
していきたいと考えています。今回の特集では、町の取り組み状況をご報告します。

災害対策災害対策

働き方改革働き方改革 DX推進DX推進

教育・子育て支援

教育・健康教育・健康

株式会社ベイシア株式会社ベイシア 株式会社 ACSL株式会社 ACSL

佐川急便株式会社佐川急便株式会社

三井住友海上火災保険株式会社三井住友海上火災保険株式会社

株式会社エデュリー株式会社エデュリー

埼玉中央農業協同組合埼玉中央農業協同組合

株式会社アナザーワークス株式会社アナザーワークス

株式会社コモディイイダ株式会社コモディイイダ

株式会社アーベルソフト株式会社アーベルソフト

コスモヘルス株式会社コスモヘルス株式会社

 災害時に町の要請に応じて、救援物資とし
て⾷料品や⽇⽤品など、株式会社ベイシアで
取り扱っている商品の調達・供給を⽀援して
いただき、災害時における⽣活の早期安定に
つなげていきます。

 ドローンを活⽤した平時に
おける防災啓発事業等への協
⼒や災害時等における被災現
場等での⽀援活動について、迅
速かつ的確な情報収集等が可
能となるなど、災害対応⼒の強
化に努めます。

 軽トラックで各⼾まで直接訪問
する移動販売⾞「とくし丸」（移動
スーパー）を運⾏します。移動販売
⾞「とくし丸」は、どなたでも利⽤
可能です。

 災害時の協⼒、地域の⾒守りなど町⺠の
安⼼・安全に関わること、地域産品の流通・
販売に関することに対して⽀援していただ
き、町⺠サービスの向上を図っていきます。 

 埼⽟中央農業協同組合の連携・取り組み
に加え、「ふるさと納税返礼品に関する⽀援」
や「災害時における協⼒」など、様々な⾯で包
括的に連携協⼒していき、地域の発展を図り
ます。

 本⼈の承諾のもと、同社が所有する損害
調査結果を、町に提供いただくことで、町
の被害認定調査に利⽤できることとなり、
罹災証明書の交付の迅速化につなげてい
きます。

 ⺠間複業⼈材（複数の仕事をする⼈
材）を活⽤し、その専⾨的な知⾒や経
験を⾏政課題解決に活⽤する実証実
験を⾏います。若者の早期離職が問題
視される時代の中で、新しい時代の働
き⽅を⾏政としても模索していきま
す。

 地域のニーズや課題に対して IT 技術を
活⽤し、町⺠サービスの向上及び地域の活
性化を⽬的として協定を締結しました。町
のデジタル化の推進についてアドバイス
をいただきます。

 ⼦育て⽀援及び教育などの分野に関して、様々
な課題に迅速かつ適切に対応し、町⺠サービスの
向上及び地域の活性化を図ります。また、町⽴幼
稚園にテクニカルサポーターの派遣などを⾏い
ます。

 「PGA シニアゴルフトーナメント コスモ
ヘルスカップ」を町内のゴルフ場で開催する
ほか、病気にならないための予防授業を年齢
に合わせて⾏うなどイベント等を通して、町
⺠の皆さまが健康で⻑⽣きできるようなま
ちづくりを⽬指します。

▼⼩川町⻑と⼩塚社⻑対談の様⼦

▲令和7年5⽉8⽇（⽊）協定式の様⼦
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官民協働により地方創生を推進
～民間活力を利用して行政サービスを充実！～

〜スポーツイベントなどで町をPR〜

〜⼈材活⽤︕〜

〜⾼齢者等の買い物⽀援を充実〜

〜⾏政の情報化を推進〜

〜教育・⼦育て⽀援を充実〜
福祉・健康福祉・健康

▲とくし丸

〜災害時の⾷料、物資の物流、情報収集などが充実︕〜

援援

▲災害時に活⽤される
ドローン

対談　小川町長×小塚社長（コスモヘルス株式会社）

題
働
ま
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